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Serial Dilutions of Antibody
—— Control Antizan = 100ns —— Antizer= 10ns

——— Antigar= 30nz —— Antiger= 100ns
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、膜貫通型（I型）ヘパラン硫酸プロテオグリカンであり、シンデカンプロテオグリカンファミリーに属します。シンデカンは細胞結合、細胞シグナル伝達、細胞骨格形成に関与し、シンデカン受容体はHIV-1 tatタンパク質の細胞内移行に必須です。シンデカン-1タンパク質は膜貫通タンパク質として機能し、細胞外マトリックスタンパク質受容体を介して細胞増殖、細胞移動、細胞-マトリックス相互作用に関与します。シンデカン-1の発現異常は、複数の異なる腫瘍型で検出されています。この遺伝子には複数の転写バリアントが存在する可能性がありますが、現在までに完全長の変異体についてのみ報告されています。これら2つがこの遺伝子の主要な変異体であり、同じタンパク質をコードしています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	Hela（1）、MCF-7（2）、HepG2（3）、T47D（4）、Jurkat（5）、NIH/3T3（6）細胞溶解物に対するSDC1マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	SDC1マウスmAb（緑）を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。
	

	SDC1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した A431 細胞のフローサイトメトリー分析。

